
 

業  種 トラック 

取組分野 事故、ヒヤリ・ハット情報等の収集・活用 

テ ー マ ドライバー等の納得感を高める事故等情報の分析・伝達方法 

取組の狙い  運転時のルール等に関する情報について、ドライバー等の理解を深め、

記憶に定着させることで、事故やトラブルの再発を防ぎたいとの思いか

ら、発生した際に実施する事故等の分析とその対策の検討結果をわかり

やすく・タイムリーに伝達する方法を検討し、実践している。 

 

具体的内容 【取組みのキッカケ】 

事故やトラブル、ヒヤリ・ハット（以下、事故等）が発生した際の原因

を概観すると、その多くは“基本動作からの逸脱”であったことから、事

故等の分析から対策を策定して周知しているものの、現場では腹落ちして

いないのでは？との疑問があった。 

そのため、会社が現場に期待する基本動作や事故等の再発防止対策など

をわかりやすくタイムリーに伝達することで、内容への納得感を高め、徹

底を図りたいと考えた。 

 

【実施内容】 

事故等に対する分析結果や対策の検討結果に対して、ドライバー等の理

解を深め、記憶や意識に定着させるために、伝達事項を、文章だけでなく、

周知内容や現場の状況等を写真や地図、イラストなどを用いて視覚的に表

現した上で、事案発生のタイミングを捉えてタイムリーに掲示板に掲示し

て発信している。 
 

【ドライバー等に興味を持ってもらうための工夫】 

(1) 発生状況や傾向に応じてタイムリーに発信 

 重点施策の運転事故抑止目標達成への意識付け 

 事案発生後、同種の事故発生を防止するため、時機を逸すること無

く早めの情報発信 

 必要に応じ内容を変えて繰り返し発信 

 再発・対応状況に応じて掲示期限を適宜変更 

 

(2) 読んでもらうための工夫 

 一枚の用紙に簡潔な構成 

 文章量を抑え、写真やイラストを多くしたレイアウト 

 

(3) 伝える上での工夫 

 朝礼や点呼時に店所長や運行管理者が対面で事故トラブル情報を

伝える際に、より記憶に残るように、発生背景や予測される事故の

可能性・自分ならどうするかを問答するなど掲示していない情報に

関してもドライバーに伝達するとともに、各人に配布している安全

手帳に内容を書き写させて指導している。 



 

(4) 他の掲示物に埋没しない配慮 

 掲示場所が雑然とならないよう掲示期限、種別毎の掲示場所を設け

て整理して掲示 

 周知の必要度合いに応じて、目に付きやすい複数の箇所（点呼場・

休憩所等）に掲示 

 

【発信する側の工夫】 

事故等の原因究明と再発防止策の発信は、自組織で発生した事故やトラ

ブルの情報について記憶に新しく、自分事として認識し注意して運転しよ

うとする意識がある内に、なるべく早く会社が求める手順等を示し、再発

防止を図ることが望ましいことから、発行者（安全品質管理部）として、

以下の改善（工夫）を実施した。 

 

(1) 原因分析と対策策定作業に係る工夫 

（以前）： 

・ これまでは、事故を起こす原因を惹起者の「注意不足や安全確認の

抜け」と認識、事故が発生した際の対策は一辺倒な対策（運転時の

意識集中、安全確認の徹底など）が中心であった。 

（現在）： 

・ 安全品質管理部門に複数のリスク管理担当者を設け、部内外の研

修等でスキルアップをはかり、力量を向上させている。 

・ 事故分析手法の習得により、事故の発生に至った環境・要因などの

情報収集と深掘りを行い情報発信するとともに、路線店、区域店、

3PL 店といった様々な業態の店所の背景も考慮して分析・対策を加

えて、各店所の管理者にもその結果を提供している。 

・ 事故発生時に役員に事故内容を携帯メールで速報するとともに、

事故に関する意見を求めるなど役員にも関与してもらっている。 

・ 事故を惹起した店所には、より深い視点での原因分析を行わせ再

発防止の徹底を図る為に、収集した事故関連資料を提供して、店所

独自の原因分析と対策を提出させている。 

・ 原因分析の際、過去に発生した同様の事故事例の有無を確認の上、

必要に応じて過去の対応事例も参考に周知している。 

・ 「基本動作の徹底、ルール遵守」は全ての基本であると認識して、

内容を変えて都度繰返し発信している。 

 

(2) 発行物の編集作業に係る工夫（なるべく早く行うための工夫） 

（以前）： 一人または少数の担当者による作業のため、時間を要して

いた。 

（現在）： 安全品質管理部内の複数の者で作業を担当することにした

ため作業時間の短縮に繫がった。 

また、各担当者の事故分析能力、編集の力量が向上してき

たことから編集作業がスムーズになってきている。 



 

【発信する情報】 

・ 事故速報:   自社内で発生した各種事故を周知するとともに再発防止

を目的とした内容の掲示物 

・ 安全ニュース:各種事故に対する未然防止の為に取組むべき安全に関

するルールなどの理解・遵守と周知を目的とした掲示物 

・ 安全衛生ニュース：荷扱いでの労災事故防止等を目的として、未然防

止の為に遵守すべき事項の周知を行うための掲示物 

 

【発行した安全ニュースの一例】 

 
        

取組の効果 【効果】 

(1) 発生状況や傾向に応じたタイムリーな情報発信 

 事故等が発生した際にドライバーに対して特に伝えたいことなど

を見やすく記載することで、次回の研修等の開催時期を待たずに安

全運転を周知・伝達する手段としても機能している。 

 ドライバーだけで無く、他の従業員も関心や興味を持って読んでお

り、社全体が信州名鉄運輸のプロ・トラックドライバーとして、他

社のお手本となるべく「安全運転」「法令・規則や社内ルールの遵

守」を理解して実践するための有効な手段の一つとなっている。 

 会社の関心事・問題意識、現場での課題を認識し、共有する機会と

なっている。 

 

(2) 取組みの効果 

 安全ニュース、事故速報やヒヤリ・ハット情報などは店所で実施す



 

 

る安全対策会議などの議事資料としても活用されていて、ドライ

バーの安全意識の高揚に役立っている。 

 身内（社内）で起きた事故事例は、自分事として再発防止を考える

上での良い参考例（教訓）となっている。 

 掲示物を見たドライバー同士の意見交換、自身の対応方法や感想を

管理者にフィードバックする者もいることから、掲示物を通じた安

全上のコミュニケーションが図られている。 

 
(3) 更に伝わり定着させるための今後の工夫 

 これまでのとおり情報伝達をタイムリーに行うことに加えて、現場

に伝わりやすい文面や言い回しについては、生成ＡＩの利用を試み

ている。 

 導入している点呼ロボットの拡張機能を活用して、安全ニュース等

の伝達と理解把握をロボットで行うことも計画している。 

 電子表示媒体の高注目度に着目して、掲示板への掲示に加えてデジ

タルサイネージ等のディスプレイを導入して、画像やドライブレ

コーダの動画等を放映することも検討している。 

 
【今後の課題】 

 事案に対する関心が高いうちに、“同じことはあなたにも起こり得

る”ことを伝える工夫と自身の安全運転に積極的に活用してもら

うために、この手法を継続していきたい。 
 事故等を分析する際、分析の視点が惹起者の一人称に偏りがちに

なるため、リスク管理手法の継続的な学習によって 4M4E などの

多視点で分析を実施し、多角的な対策検討を行うことで、会社と

惹起者双方で可能な限り安全の阻害要因を排除していきたい。 
 一方で、事故発生の根本原因は「やってはいけないと認識してい

た・ルールは知ってはいた」ものの、結果的に安全の基本ルール

を軽視したことによるものが大部分との分析結果が得られている

ことから、今後とも全従業員が、事例を自分自身に置き換え確実

に「基本動作を徹底し、ルールを守れる」安全管理体制を根気よ

く継続していきたい。 
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